
【行事報告】

南九州地質巡検記

８月１日。午前８時，花畑公園よりマイク

ロバスにて出発。総員２３名である。一路国

道３号線を南下。乗車前配布された鹿児島地

学会縄地質ガイドブック「かごしまの自然」

に読みいる。最初の下車地は赤松太郎峠のさ

しかかり口。小崎層（二畳系）〔二見層？

（石岩系）〕を貫く花樹岩の露頭をスライド

におさめる。この花尚岩は佐川造山運動にと

もなって貫入したという説と，それよりもも

っと古い八代片麻岩などと同じ時代の花間岩

だったものがAnatexisにより融けて貫入し

たように見える説との２通りの解釈がある由。

南下するにつれ，肥薩火山区の安山岩や凝灰

角喋岩及び姶良火砕岩がしきりに目につくよ

うになる。、

中食は川内市近郊西方の人形岩でとったが，

この岩は典型的な火山角喋岩である。車は３

号線よりわかれて西へ入り神之川中流域へと
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鹿本高藤本雅太郎

向う。一帯は四万十層群が露出し伊集院一枕

崎線の日置駅東方では花樹閃緑岩の貫入によ

り変質をうけあちこちでホルンフェルス化し

ている。･下車地点でみたものは典型的なホル

ンフェルスではなかったが，目をこやす為に

は典型的でないものもみておく必要があろう

ハンマーをふるい始めた途端，夕立にみまわ

れたが山男.ばかりなので何ということもない。

付近の石は宮田石と呼ばれて水石愛好者に珍

重されているとの事。

次いで日本３大砂丘の１つ，吹上浜へ向う。
この砂丘は北は串木野より南は加世田まで約

４０粁，後背地のシラスより運ばれた火山砂

が北西の季節風によって飛砂となり堆積した

ものである。青い空と一線を劃して広がる水

平線そして果しなく続く砂浜に押し寄せる東

支那海の怒涛が印象的。色の黒い変を出で立

ちの我々を見た海水浴客は，最初沖縄人と思

ったらしい。あとでパスのフロントウインド



にはってある熊本地学会の貼り紙を見て「何

んだ熊本県人か」とつまらなさそうな顔をし

ていた。

枕崎を過ぎると開聞岳の秀麗な円錐状の山

容が見え始める。この特徴的な形は付近を航

行するものにとっては絶好の目印となるであ

ろう。そこから海門（開聞）の名が生れ出た

のもさもありなんと思われる。適当な場所で

下車し一斉にシャッターをきるが残念なこと

には上昇気流の為頂部は雲におおわれている。

山体の上部に鉢巻状をなすステップがみられ

る。

このステップより下はスコリアばかりの完

全な円錐丘であるがそれより上部はシソキ石

安山岩溶岩よりなる１種の２重式火山で松本

唯一先生はこの火山地形をベロコニーデの例

だと述べておられる。縄状溶岩を見る為車を

その西麓の花瀬崎へ向ける。付近一帯の海岸

に露出するものは開聞火山初期の溶岩で暗灰

色綴密なカンラン石玄武岩である。さて県指

鋤天然記念物にもなっているここの蝿状溶
呼岩稜ので期待していたのだが我々 は遂に太い

縄をよじったよう-な形態を呈する部分は見出

せなかった。「看板に偽りあり」か。天然記

･念物の標木のあるところからズッと車で後も

どりして玄武岩標本を採集。６時頃，最初の

宿泊地川尻温泉の国民宿舎開聞荘へ到藩。

８月２日。はげしい潮騒で目をさます。熱

･一心な人はもう窓下の浜辺に出てカンラン石を

含む浜砂を採集している。カンラン石は大き

いもので２…位，普通0.5唾以下で砂中にか

なり多量に含まれている。このような浜砂は

昨日訪れた花瀬崎海岸でもみられた。

８時，開聞荘を出発してまず川尻地方一帯

に広く分布しているコラ層を観察する。本層

は火山砕屑物，主として火山磯や火山砂で構

成されておりその分布状態をしらべてみると

開聞山麓がもっとも厚く，これを遠ざかるに

つれてうすく，また細粒になっていることか
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ら開聞火山の活動に起源していることがわか．

る。

大日霊貴命をまつる枚聞神社を通り過ぎ池

田湖へ向う。この湖は火山性の陥没湖つまり

カルデラ湖であるため深度も２２４ｍに達し

田沢湖についで全国第２位という事である。

我々は西岸に降りたってシャッターをきった。

あたりは阿多カルデラに関係するものであろ

う。･軽石流堆積物がみられる。

阿多カルデラとは薩摩大隅両半島にまたが

る東西２６粁南北12粁の大カルデラで紀元

2600年記念式典に際し，古代語の阿多とい

う名を冠し松本唯一先生により命名されたも

ので，阿多とは中空又は湾を取り巻くという

意だそうである。このカルデラに関し最近荒

牧重雄・宇井忠英両氏は阿多火砕岩本体が噴

出した場所は松本先生の与えられた阿多カル

デラの輪郭内でなく，その北方の鹿児島湾の

中にあると考えたがいろいろの事実とより調

和的であるという説を発表されている。

次いで鏡池マールを訪れる。これは直

径140”の円型の輪郭をもつ小型の爆烈火口

であるが水際に露出する堆祇物はこの火口が

形成された時の爆発的活動の産物だそうであ

る。鏡池という名に反し水は褐色に濁ってい

た。池田湖の東方２齢に位置する鰻池はやや

大型の爆烈火口跡に水がたまったものである

が面積も深度も池田湖には及ばないｄ池の西

方に鍵える鷲尾岳（トロイデといわれる）火

山も入れてスライドにおさめる。その他アス

ピーテといわれる辻之岳ウベロニーテといわ

れる竹山も遠望したが,特に竹山は玄武岩よ

り成るといわれこの点より考えると浸蝕によ

りベロニーテのように見える火山地形ができ

たのではなかろうかとも考えられる。

せっかく南薩まで来たのであるから観光地

としても有名な長崎鼻をみることにする。絵一

葉番や観光写真に撮ってある開聞岳はこのあ

たりから撮影したものが多いようである。太

平洋につき出ているこ 小半島を作っている～



ものは流理櫛造の明瞭な安山岩溶岩でＮ－Ｓ

に近い走向を示している。溶岩は大部分黒色

ガラス質で角磯化した部分が多く角磯化作用

が甚だしいところは細粒の基地が酸化して赤

褐色となり，黒色ガラ采質の岩塊がレンズ状

にのびて平行に配列して１，毛ため一見ｗｅｌｄ

ｅｄＴｕｆｆに似た岩相を有する．店頭に並ぶ

土産品もパインアップル，榔子の実，くつ甲

などさすがに南方色豊かである。

ふたたび車上の人となり人家が密集してい

る成川盆地を過ぎる。ここは直径約800銅，

比較的大型のマールだとの事。成川をすぎる

とまもなく山川港である。港は一種の噴火湾

すなわち旧噴火口の東北部の一角が決潰して

海と通じたものであり港の内壁は崖でかこま

れ火口の栂造をとどめている。以上のように

開聞指宿地方は火山地形・地質の宝庫であり

火山学に興味をもつ者は一度は訪れるべきと

ころであろう。

．山川から鹿児島まで１時間半，車は坦々と

した国道をはしる。無１１ﾘﾛを慰める為ガイドさ

んが南国情活を歌ってくれた。正午，鹿児島

箔。中食をすまして車ごと桜島へ渡る。西桜

島村営のフェリーで１５分。袴腰より桜島ロ

までは舗装された立派な道路である。大正，

文明，安永，昭和溶岩と次々にあらわれてく

るが何れもキ石安山岩の累々たる塊状溶岩。

桜島ロより半島の東岸，黒神へ向う。黒神中

学校横で腹五社神社の鳥居をみる。これは大

正３年の大噴火によりもと３ｍの高さだった

ものが笠木の部分だけ強して埋没したもので

噴火のすさまじさをまざまざと示しており，

教材写真に絶好とばかり一斉にシャッターを

きる。今日は見学箇所が多かったが日程はス

ムーズに消化し４時半頃西鹿児島駅前の旅館

に到着したも

夜はおそくまで田村先生より地学よもやま

話を同室の甲斐先生審井先生と一緒にうかが
う。１２時過ぎねむれないまま１人ベランダ

に出ていたら中天を人工衛星が通過していつ
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た。

８月３日。旅館の部屋より真正面に桜島が

見られる。昨夕は少し雲がかかっていたが今

朝は全容をあらわしている。８時出発。城山

に登り錦江湾に浮かぶ桜島を見ていると幕末

の志士，平野国臣の歌がうかんで雲くる｡．「我

が胸の燃ゆる想いにくらぶれぱ煙はうすしさ

くらしまやま」

城山を下り国道３号線を北上する。河頭発

電所付近で下車し貝殻坂とよばれている付近

の崖をさがすと凝灰質泥岩の中に海棲貝化石

がみられる。化石はまだ石化していない現生

そっくりの半化石とよばれるもので，海岸よ

り相当はなれた内陸で海棲の半化石を自分の

手で採ってみると「桑楢之変」という語が如

実に迫ってくる。大ていの人は完全な形のも

のを数個体採集された。私の採ったものは写

真で比較してみるとMabellarcahirataiと

いう２枚貝によく似ているもの及び巻貝であ

る。

付近ではさらに最近切り割ったとみられる

シラス層よりなる崖を観察した。これは軽石

流堆穣物の特徴をよく示しており，ここでみ

る限りは上部より下部まで同一岩相で溶結部

分はなく最上部には喋層をのせている。切り

割りには早くも雨裂が生じていた。．

ふたたび車上の人となり水俣までノンスト

ップ。車内ではのど自慢が開かれたが昨日ガ

イドさんが歌ってくれた南国情話をトップを

きって田村先生が確かなのどで披露されたの

には一同感心することしきり。

水俣で中食をとり次は海浦で下車する。目

的は三畳紀田浦届よりのアンモナイト採集で

ある。ここは三畳紀のアンモナイト多産地と

して日本でも有数のところ。エキスパートに

なれば化石を含む露頭では前にじ－つと立っ

ているとそのにおいがするとの事だが我々は

まだ修養不足のため採り得た人は少かつた。

さらに赤松太郎付近で片麻岩をたたき午后４

Ｉ



さいました田村実先生，巡検の世話を戴きま

した甲斐有男先生にあつく御礼を申上げます。

時前，全員元気で花畑町帰着。

最後になりましたが酷暑のさなか御指導下
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